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1．　血 液 座長　増田正典教授（京府大）

1．　3H標識葉酸の血中消失速度

　　および尿中排泄率の測定

○吉野俊昭，外林秀紀，矢切良穂

　　　内野治人，脇坂行一
　　　（京都大学・第1内科）

　造血機能とB12，　FAの代謝との関連を追求する研究

の一部として，今回は3H標識葉酸の静脈内投与後の経

時的な血中値および尿中排泄率を測定した結果を報告す

る．

　実験方法としては，正常者および諸種疾患患者にSH－

FAの20uc，　FA量として20ug／kgを肘静脈に投与し，

反対側の肘静脈より，5分，15分，30分，60分，90分，

120分，6時間後に採1fl［し血漿を分離した後に，アセトン

でFAを抽出し，塩酸によりPH3としFAを再沈殿
させた後に一部をとりTri－Carb　liquid　scincillation

sPectrometerで測定し，残部よりBratton　Marshall法

にて葉酸量を測定して補正した．

　さらに葉酸静注後，1時間，3時間，6時間，12時間ま

での尿よりDEAE－cellulose　columnで葉酸を抽出し

塩酸によりPH3として葉酸を沈殿させ血漿と同様にし

て測定した．

　正常者6例平均の経時的血中値は血漿11中の含量を

投与量の百分率で表わすと，5分で11．54％，15分で6．08

％，30分で3．72％，60分で2．70％，90分で2．14％，120

分で1．34％，6時間ではO．　36％であった．尿中排泄率は

1時間までに12．1％，3時間までに17．9％，6時間までに

22．9％，12時間までに24．6％排泄された．大部分の葉酸

は6時間までに排泄され，正常者においては投与量の75

％近くが体内にとり入れられると推定される．

　rt血病患者5例については，急性リンパ性白血病の1

例を除く，慢性骨髄性の2例，急性骨髄性の1例，慢性

リンパ性の1例では，ともに血中よりの消失速く，尿Ill

排泄率が著明に低下しており，投与量の93％以上が体内

にとり入れられる．

　悪性貧血患3例ではともに血中消失速く尿中排泄が低

下し，体内の葉酸欠乏が推定される，

　以上より3H標識葉酸の血中消失速度および尿中排泄

率の測定は体内での葉酸欠乏を知るために有用な検査法

と考えられる．

2．　3H－Thymidine標識による

　　　　赤芽球回転の研究

斉藤昌信，畔柳武雄
（東京大学・中尾内科）

　Radioisotopeを用いた骨髄の造血機能測定にはsgL　Fe

による赤血球鉄利用率による方法もあるが，複雑な赤芽

球増殖機構の変化を詳細に追求するにはなお一卜分ではな

い．erythropoiesisの低下した場合，原囚としてstem

cellのdifferentiatien，赤芽球の分裂ll』数，以外に各成

熟赤芽球のgeneration　timeの変化およびabortion

rateが考えられるが，われわれはgeneration　timeが

餓餓ラッテで，59Feによる赤［il球鉄利用率の低下が認め

られる場合にいかなる変化を示すかについて実験を行な

った．

　実験方法は36時間磯餓ラッテを用い，コルヒチン注射

後分裂赤芽球数を時間的経過を追って測定し，turnover

rateおよびgeneratiom　timeを求めた．正常ラッテ

に比較して，赤芽球のgeneration　timeは著明に延長

し，とくに多染性赤芽球では好塩基性赤芽球より著しか

った．

　3H－thymidineを静注し，30分後に同様処理したラッ

テについて，骨髄塗沫標本をautoradiographyで標識

分裂赤芽数を測定した．この結果，鯉餓ラッテでは赤芽

球のDNA標識率の減少，標識分裂赤牙球のturnover

rateの減少を認め，これよりintermitotic　cycle　time

におけるcell　populationの分布を求めた結果，　postmi－

totie　resting　Periodの延長が高度であり，　generation

timeの変化を左右することが考えられた．またpremi－

totie　resting　Period輔毛度ながら延長を認めた・この

変化は多染性赤芽球に顕著であった．

3．　白血病細胞の核酸代謝の研究

○中村　徹足立昭子，桜井雅温
　　　白川　茂，脇坂行一
　　　（京都大学・脇坂内科）

　咋年の本研究会においてわれわれは14C標識核酸前駆

物質の転入を指標とする白血病細胞の核酸代謝ならび

に同代謝におよぼす抗腫瘍剤の効果につき報告したが，
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